
　㈱ジンズホールディング
ス（東京都千代田区、田中
仁代表CEO）は、近視進行
の抑制に効果があると考え
られている光「バイオレット
ライト」について、慶應義塾
大学教授の坪田一男氏が
代表を務める慶應義塾大
学医学部発ベンチャー、㈱
坪田ラボ（東京都新宿区）
と共同プロジェクトを開始
すると、8月8日に発表した。
　同プロジェクトは、2020
年以降に治験を実施した
後、世界初となるバイオ
レットライトを使った“近視
進行抑制メガネ型医療機
器”の製造販売承認取得
を目指し、管理医療機器事
業に本格参入するというも
の。
　そして同機器の開発は、
メガネが持つ「視力補正」と
いう根本的な役割を「近視

の進行そ
のものを
抑制する
ソリュー
ション」へ
と拡大さ
せる新た
な挑戦と
なる。

近視進行は失明につながる恐れ

　2050年に全世界の人口のうちの
49.8％（47億5800万人）が近視に、
9.8％（9億3800万人）が失明リスクの
ある強度近視になるという調査報告が
ある。これまでは加齢に応じて進行が
止まるものだと考えられていた近視だ
が、小学生から中学生にかけて一定以
上近視が進行した症例においては、そ
の後年齢が上がっても進行が止まら
ず、強度近視になってしまうリスクが高
いことが発表されている。日本において
は緑内障、糖尿病網膜症、網膜色素変
性に次いで、失明原因の第4位が強度
近視。また、近視が進行して強度近視
になると、約3人に1人が失明を含めた
視覚障害を発症するという疫学調査も
あり、現代社会において見過ごせない
疾患といえる。

小学生の視力低下が過去最高

　文部科学省による2017年度学校保
健統計の結果
では、国内の小
中学生における
裸眼視力1.0未
満の割合が過
去最高となるな
ど、近年、視力

の低下傾向が顕著になっている。こう
した問題を解決する鍵として近年注目
されているのが「バイオレットライト」
だ。
　バイオレットライトは、太陽光に含ま
れる、ブルーライトよりさらに短い波長
360～400nmの領域の紫色の光。慶
應義塾大学によるヒヨコを用いた基礎
研究と、ヒトの臨床研究の両面からの
検証により、バイオレットライトは近視

の原因である眼軸長の延伸を抑える
遺伝子「EGR1」に働きかけ、近視進行
を抑制する効果があるとする研究成果
が報告されている。
　しかし屋内環境において、窓など現
在一般に普及しているUVカット機能
を備えたガラスは、バイオレットライト
が透過しないものがほとんど。上記の
研究成果によれば、屋内活動が中心に
なりつつある現代社会では、バイオレッ
トライトを浴びる時間が減り、近視進行
の危険性が増していることになるとい
う。

世界初の近視進行抑制
メガネ型医療機器の開発に着手

　このような状況を受けてJINSは、坪
田ラボとバイオレットライトに関する共
同プロジェクトを立ち上げた。ブルーラ
イトに関する共同研究でもタッグを組
んだ、坪田一男氏との協業により、世界
初となるバイオレットライトを使った近
視進行抑制メガネ型医療機器の開発
に着手。2020年以降に治験を開始し、
製造販売承認取得を目指す。
　同機器は、近視が進行しやすい6歳
～12歳の小学生を対象に開発予定。
屋外環境におけるバイオレットライトの
放射照度の範囲をもとに、自然な太陽
光の照度を忠実に再現。フレーム内側

に搭載される照射ライトから、小学生
が屋外環境に3時間滞在するのと同等
量の照度のバイオレットライトを放射、
ライトは直接視界に入らず、外側からも
見えない構造設計となる他、自然な見
た目で普通のメガネと変わらないデザ
インを目指す。フレームには子供にも安
心な軽量性・弾力性に優れた素材を
使用する予定としている。

　田中社長は『JINSではこれまで、
「Magnify Life（＝アイウエアを通じて
人々の生活を豊かにする）」を理念とし
て、アイウエア業界の常識を覆すさまざ
まなイノベーションに挑戦してまいりま
した。特に、2011年に発売した「JINS 
PC（現JINS SCREEN）」は、「眼を守
る」という付加価値をアイウエアに与
え、普段視力矯正メガネを必要としな
い人々をも巻き込んだ「機能性アイウエ
ア」という新市場を創出。「ブルーライ
ト」という概念にもいち早く着目し、現
代社会にとって必要不可欠であるデジ
タルディスプレイに潜むリスクに警鐘を
鳴らしました。そんなJINSの次なる挑
戦である、バイオレットライトを使った
近視進行抑制メガネ型医療機器の開
発は、メガネが持つ「視力補正」という
根本的な役割から「近視の進行そのも
のを抑制するソリューション」へと進化
するための新たな挑戦です。坪田ラボ
がバイオレットライトの医学的な研究
を行い、それをJINSが製品化して世の
中に普及させることで、イノベーション
を生んでいきます。これからもJINSは
プロダクトの可能性を変え、顧客体験
を変え、さらにデータを活用し、JINSの
ビジネスモデル自体も変えていきます。
そして、アイウエアをプラットフォームと

「バイオレットライト」使った共同プロジェクト
世界初 近視進行抑制メガネ型医療機器の
開発に着手

して、様々な価
値を提供する
業態への変革
を目指していき
ます』と述べて
いる。
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な
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新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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戦
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　「
宝
飾
業
界
を
創
っ
た
人
々
シ
リ
ー
ズ
」の
幕
引
き
を
考
え
て
い
た
の
だ
が
、な
か

な
か
で
き
な
か
っ
た
。最
後
に
二
人
の
盟
友
に
つ
い
て
書
い
て
終
わ
り
に
し
よ
う
。

　
そ
の
二
人
は
、㈱
ホ
ー
リ
会
長
の
堀
奉
之
氏
と
㈱
ホ
ー
プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
代
表
の
黒
田
修
氏
だ
。

　
二
人
の
共
通
点
は
、そ
れ
ぞ
れ
ジ
ュ
ニ
ア
に
甘
い
点
だ
。そ
れ
と
共
に
海
外
へ
の

進
出
だ
。

　
堀
奉
之
氏
は
、長
男
が
五
十
歳
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、今
も
っ
て

経
営
支
援
を
し
て
い
る
。

　
一
方
、黒
田
修
氏
は
、長
男
が
次
期
社
長
と
し
て
功
を
遂
げ
る
た
め
、大
変
な

努
力
を
し
て
い
る
。二
人
と
も
に
乳
離
れ
が
出
来
て
い
な
い
。

　
そ
の
昔
、我
が
家
に
は
、青
い
置
物
が
あ
っ
た
。そ
の
置
物
は
、母
親
が
獅
子
の
我

が
子
を
千
尋
の
谷
に
突
き
落
と
し
て
這
い
上
が
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、自
分
の
子
と

し
て
認
め
な
い
と
い
う
教
え
だ
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。親
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
。

　
我
が
子
を
千
尋
の
谷
に
突
き
落
と
す
と
い
う
よ
う
な
価
値
観
は
、二
人
に
は
通

じ
な
い
。昔
の
親
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
か
っ
た
の
だ
。何
処
で
昔
の
厳
し
さ
が
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
は
、と
も
か
く
世
の
中
が
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、宝
飾
業
界
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
よ
う
な
対
応
が
、増
え
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
だ
と
、三
十
年
後
に
は
、恐
ら
く
宝
飾
業
界
は
消
滅
し
て
い
る
だ
ろ

う
。昔
を
懐
か
し
ん
で
い
て
も
仕
方
が
な
い
が
、も
う
一
度
、厳
し
さ
の
あ
る
時
代

を
回
帰
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る

考
え
方
と
、安
倍
首
相
の
考
え
方
に
相
違
が
出
て
き
て
い
る
。お
山
の
大
将
の
価

値
観
と
、茶
坊
の
価
値
観
と
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。

　
ま
た
日
韓
問
題
も
深
刻
だ
。読
売
新
聞
の
世
論
調
査
で
、一
割
の
人
は
反

対
意
見
だ
が
、私
は
そ
の
意
見
に
賛
成
だ
。　

　
日
本
政
府
は
、慰
安
婦
問
題
が
解
決
し
た
と
言
っ
て
は
い
る
が
、そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。

　
徴
用
工
問
題
も
同
じ
だ
。

　
戦
時
中
、韓
国
人
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
、「
朝
鮮
人
、朝
鮮
人
」と
日
本
人
に

言
わ
れ
て
馬
鹿
に
さ
れ
た
こ
と
は
、孫
子
の
代
ま
で
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
い
じ
め
ら
れ
た
側
は
、例
え
全
て
が
保
障
さ
れ
て
い
て
も
、そ
の
屈
辱
は
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
貿
易
問
題
で
、韓
国
人
が
怒
っ
て
い
る
の
も
理
解
で
き
る
。　

　
恐
ら
く
、今
回
の
問
題
は
日
本
の
チ
ョ
ン
ボ
で
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。　

　
そ
れ
を
輸
出
手
続
き
に
日
本
側
が
結
び
付
け
た
と
こ
ろ
に
、問
題
が
生
じ

た
の
だ
。や
は
り
、道
理
の
い
く
形
で
な
け
れ
ば
、国
際
的
に
は
通
り
は
し
な

い
。国
内
的
に
強
権
で
や
り
通
そ
う
と
す
る
安
倍
内
閣
の
姿
勢
に
問
題
あ
り

だ
。う
ま
く
繕
っ
て
、世
論
操
作
し
よ
う
と
し
て
も
、無
理
な
話
だ
。原
点
に

戻
っ
て
再
度
、韓
国
と
の
話
し
合
い
を
し
な
い
と
、最
も
近
い
国
が
、最
も
遠

い
国
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
二
人
の
盟
友
の
話
と
は
共
通
点
が
あ
る
。そ
れ
は
、ど
ん
な
ス
タ
ン
ス
で
立

場
を
と
る
か
と
い
う
点
だ
。

　
原
点
で
ぐ
ら
つ
い
て
い
る
と
、何
事
も
う
ま
く
い
か
な
い
の
だ
。そ
う
い
う

意
味
で
は
、立
つ
位
置
が
ど
こ
か
を
改
め
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
次
回
か
ら
は
、宝
飾
業
界
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
進
め
た
い
と
思
う
。
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